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１．事業概要

１）海岸の概要

駿河湾の西側に位置する駿河海岸は、地形的な特徴から高波が異

常に発達し過去から甚大な被害を被っており、近年では沿岸漂砂量の

減少等により海岸侵食が進んでいることから、海岸保全施設が国土保

全上特に重要なものであり、国土交通大臣が防護・環境・利用の調和

のとれた海岸保全施設の事業を実施しています。
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駿河海岸直轄海岸保全施設整備事業 
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１．事業概要

１）海岸の概要

駿河湾の西側に位置する駿河海岸は、地形的な特徴から高波が異

常に発達し過去から甚大な被害を被っており、近年では沿岸漂砂量の

減少等により海岸侵食が進んでいることから、海岸保全施設が国土保

全上特に重要なものであり、国土交通大臣が防護・環境・利用の調和

のとれた海岸保全施設の事業を実施しています。
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 駿河湾の西側に位置する駿河海岸は、地形
的な特徴から高波が異常に発達し過去から甚
大な被害を被っており、近年では沿岸漂砂量
の減少等により海岸侵食が進んでいることか
ら、海岸保全施設が国土保全上特に重要なも
のであり、国土交通大臣が防護・環境・利用
の調和のとれた海岸保全施設の事業を実施し
ている。 



養浜 

有脚式離岸堤 

平成29年度の事業実施箇所 

 ◆ 一級河川大井川東西の沿岸約１２ｋｍにおいて、高潮災害等の防止のため、有脚式の離岸堤 
  の整備、養浜などを実施しています。 
 ◆津波に対し「粘り強い構造の海岸堤防」の整備を実施しています。 
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養浜 

ブロック式離岸堤 
吉田町 

牧之原市 焼津市 

工種 単位  全体計画 整備済※ 

（H29.9末） 

残事業 
（H29.9末） 

堤防工 m  15,760 15,760 0 

緩傾斜護岸工  m  620 620 0 

消波堤 m   4,765 4,765 0 

ブロック式離岸堤 基   22 21 1 

有脚式離岸堤 基   19 9 10 

養浜工 千m3 230 213 17 

突堤工  基   4 4 0 

粘り強い構造の海岸堤防 m 12,365 260 12,105 

【工種・数量一覧】 

凡  例 

整備済 

整備予定 

平成29年度整備 

粘り強い構造の海岸堤防 

突堤 

※H29.10月以降、施工中は整備済に含まない。 
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※ 空気抜孔の砕石（ＲＣ－４０）は本工事対象外とする。
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